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人 画面 が 乱れ る 、 消 える 、 動か な い 、 映 ら な い 。 
代 電 源 が オフ に で き な い 。 
いや すい mp は ん の う わぁ は ん の う 
ドニ コリ 。 コ ント no 諾 訟 か 草 い 、 諾 褒 し な い 。 
な どの 症状 が 出る 場合 が あり ます 。 この よう な 場合 は 、 い っ た ん 全て 
の 電池 を 新しい 電池 (1.5V) と 交換 し て テス ト し て くだ さい 。 











ー お 客 様 ヘ ー 

この 度 は 、 弊 社 製品 を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 弊社 で は 、 よ 
り 良 い 製品 を お 届け する た め に 、 常 に 研究 ・ 改 良 を お こ な っ て お り ま す 。 その た め 、 同 一 製品 
の 中 に も 生産 ロッ ト に より 多少 仕様 が 異な る 場合 が あり ます の で 、 ご 了承 くだ さい 。 品 毛 に 
は 万 全 を 期し て お り ま す が 、 万 一 お 気づき の 点 が ご ざい まし た ら 、 下 記 ま で ご 連絡 くだ さい 。 
〒300-4193 淡 城 県 新治 郡 新治 村 藤 沢 3 コ 647 番 5 
(株 ) エ ポッ ク 社 お 客 様 サ ービス セン ターTEL . 〇 施 弓 戸 - 戸 己 - プ 玉 弓 

(電話 番号 は 間違い の な いよ う 、 よ く 確 か め て か ら お か け 下 さい 。 ) 
[電話 受付 時 間 ] 月 一 金曜 日 ( 祝 ・ 祭 日 を 除く ) 10 時 一 12 時 、13 時 一 17 時 





ほん げん し ゅ つ えい きょう し ょ よう ちん たい きん 
較 木 品 の 輸出 、 営 業 使用 お よび 賃貸 を 禁じ ます 。 トー ド mi 
ほん ぴん つか ・ 和 M - 圧 . 
田林 品 に は 区 aviXX" テ クノ ロジ ー が 使わ れ て いま す 。 EPOCH 手工 応 ゅ グ 社 
2 東京 都 台東 区 駒形 ら -2- ら 


@2002EPOCHCO.LTD.MADEIN CHINA _ 遊ぶ 前 に 必ず 取扱 説明 書 を よく 読ん で か ら 使 用 し て くだ さい 。 





較 "XXaviX“" は 新 世代 株 式 会 社 の 登録 商標 で す 。 
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す 缶 が も K1 マ アフ う フフ ビリ し レイ 1 ) 1 2 ③④① 還 し いい に!) しい)/。 革 し ( 、 再 【(、 め りか が ど つ 。 さ いま る 9 


幸 正しい 使 田方 法 で 引 用 くだ さ ( 
6 /m キー タ li の ar アポ が ルル に ii NN に 。 ば いし * 
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前 に こ 1 りり 中 0 EE 時 | を 』 た 
は けん こう じょう ちゅ う し 


0 取 6 
健康 上 の の 注意 


@ 門 れ た 状態 や 連続 し て 長 時 間 に わた る 使用 は 、 健康 好ま し く あり ま せん の で 導 け て くだ さい 。 
@ ご くま れ に 、 強い 光 の 刺激 や 点滅 を 受け た り 、 テレ 画面 な ど を 見 た り し て いる 時 に 、 一 時 6 に 和 内 
の けい れん や 意識 の 要 失 な どの 症状 を 起こ す 人 が いま す 。 こ こう し た 症状 を 総 験 し た 人 は 、 ゲー ム を 
する 前 に 必ず 医師 と 相談 し て くだ さい 。 また 、 ゲー ム を し て いて この よう な 症状 が 起き た 場合 に は 、 
ゲー ム を 止め 、 医師 の 診 寮 を 受け て くだ さい 。 ' 
| @ ゲ ー ム 中 に めまい . 革 き 気 拓 感 乗り 物 還 い に 似 た 症状 な ど を 感じ た 場合 は 、 直 ョ ち に 使用 を 中 
し て で くだ さい 。 そ の 後 も 不快 感 が 続い て いる 場合 は 話 師 の 診察 を 受け て くだ さい 。 
| @ ゲ ー ム を し て いて 、 手 や 腕 に 療 学 不快 な 痛み を 感じ た 時 は 、 ゲー ム を 中 止 し て くだ さい 。 その 後 も 
痛み 、 不快 感 が 続い て いる 場合 は 、 医師 の 診 振 を 受け て くだ さい 。 それ を 怠っ た 場合 、 長 期 に わた 
る 傷害 を 引き 起こ す 可 能 性 が あり ます 。 

@ 目 の 疲 人 や 乾燥 、 異常 気づい た 場合 一 目 使 用 を 中 上 し 、 5 分 か ら 10 分 の 休憩 を し て くだ さい 。 
@ 他 の 要因 に より 、 手 や 腕 の 一 部 に 傷害 が 認め られ た り 疲れ て いる 場合 に は 、 ゲ ー ム を する こと に よ 
っ て 指 化 する 可能 性 が あり ます 。 その よう な 場合 に は 、 ゲー ム を する 前 に 医師 に 相談 し て くだ さい 。 

@ ゲ ー ム を する 時 は 、 部 屋 を 明る くし 、 テレ ビ 画 面 か ら で き る だ け 離れ て くだ さい 。 又 、 長 時 間 ゲ ー ム 

| を する と き は 、 1 計 間 ご と に 15 分 程度 休 憩 し て くだ さい 。 











eeeeec り 


@ 本 体 @ ラ ケッ ト ( 赤 / 青 各 1) 氏 ス テレ オ AV ケ ー ブ ル 
保証 央 


ペド 
ひっ ぱり あげ な が ら あ け ま す , 

2 +ー の 向き に 注意 し て 、 図 の よう に アル カリ 単 ] 
3 形 草 池 [LR6]( 別 売り )4 本 を 一 (マイ ナス ) 側 _ 
52 うり 














シン ン ロ 

1 プラ ス の ドラ イ バ ー を 使っ て グリ ッ プ 部 分 
に ある 電波 ボ ックス の フタ を あけ ます 。 

2 +ー の 向き に 注意 し て 、 図 の よう に アル カ 
り 単 4 形 電池 TLR03) (別売 り ) 2 本 を -( マ 
イナ ス ) 側 か ら セ ッ ト し ます 。 





て 


@ 体 の 和 寿 弟 は アル カ り 芝 電 池 使 用 時 で 約 1 0 時 間 で す 。 

@ ラ ケッ ト の 葉 池 寿命 は アル カリ 著 二 池 合 用 時 で 約 2 万 回 分 の スイ ング で す 。 

@ 午 池 寿 は 使用 状況 、 電池 の 種類 な ど に より 、 短く な る 場合 が あり ます 。 

製品 の 機能 上 、 地 容 写 の 低下 し た 電池 を 使用 し た り 、 使用 中 に 電池 容 室 が 佐 下 し 
て くる と 画面 が 乱れ た り 、 吹 ら な か っ た り 、 反応 し な いな ど 正常 に 機能 し な い 場合 が 
あり ます の で 、 その 場合 は 全て の 電池 を 新しい 電池 . 5V) と 交換 し て くだ さい 。 

@ 不 体 の 採 作 、 また は ラケット で の 入力 を 何 も せ ず に 交 15 分 北 師 する と 、 自動 的 に 
本 体 の 電流 が オフ に な り ます (オー ト パ ワ ー オ フ ) - 
(万 向 ポ タン の 上 、 また は 左 を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と オー ト パ ワ ー オ フ 機 能 は 作 
動 し ませ ん 。) 

あゆ バッ テリ ー バ ッ ク デ ッ プ 機能 は あり ませ ん 。 電源 を 功 っ た り 、 電池 を 交換 し た りす 
る と 、 ハイ スコ ア な どの ゲー ム 中 の デー タ は 全て 消え て し まい ます 





パワー ボタ ン 
起 流 の オン / オ フ 
ボタ ン 

キャ ン セ ル 











方 向 ボタ ン 
(上 / 下 / 左 / 有 ) 


項目 の 選択 な ど 前 の 画面 に 戻る 
リセ ッ ト ス イッ チ 3 

ィ 「 0 次 の 画面 に 進む 
初め て 遊ぶ 時 や 、 画面 が お か (ラケット を 振る こと 
し く な っ て し まっ た 時 は 、 細 い で 代用 で きま す ) 
棒 な ど で リ セッ トス イッ チ を AkiIe02IES 

押し て くだ さい 。 赤外線 愛光 部 








ーー AV ケー ブル 。 AC ア タプ ター 

ステ レオ AV ケー ブル (付属 ) (別売 り ) 

@ テ レビ の 外部 入力 は テレ ビ の 取扱 説明 書 を よく お 読み くだ さい 

⑯ テ レビ の 音声 入力 が モノ ラル の 場合 、 左 音 声 端子 ( 白 炒 子 ) の み 接 続 し て くだ さい 。 

@AV ケ ー ブル は し っ か り と 奥 ま で 差し 込ん で くだ さい 、。 

@ テ レビ に 外部 入力 端子 が 無い 場合 、 テ レビ に 接続 され た ビデ オデ ッ キ を 通し て 接続 する こと が で き 
ます 。 詳し く は 、 ビデ オデ ッ キ の 取扱 説明 書 を よく お 読み くだ さい 。 

@ 電 源 ア ダブ ター (別売 り ) を 使用 する 場合 は 、 必ず 専用 の 本 体 用 AC ア ダ プ ター を 使用 し て くだ さい 。 


「 エ キサ イト ピン ボン 」 は 、 ゲー ム 中 に ラケット を 振る こと に よっ て 、 ラ ケッ ト の 


赤外線 発光 部 か ら 発信 され る 赤外線 を 、 本 体 の 赤外線 受光 部 で 受信 し ます 。 













@ 本 体 は 赤 外 天 受 光 部 を プレ イヤ ー 側 に 向け 、 思 凸 の な い 平ら な 場所 に 電 い て くだ さい 、。 プレ イヤ 
ー に 対し て 赤外線 受光 部 が 横 を 向い て いた り 、 物 で さえ ぎら れ て いる と 、 本 体 が 赤外線 を うま く 受 
光 で きま せん 。 

@ プ レイ ヤー は 本 体 か ら 2m 以 内 の 平ら な 場所 に 立っ て プレ イ し て くだ さい 。 2m 以 上 は な れる と 本 体 
が 赤外線 を うま く 受 光 で きま せん 。 

@2 人 で ブレ イ す る と き は 、 本 体 と 2 人 の 角度 が 約 90 度 以内 の 場所 で ラケット を 振る よう に し て くだ 
さい 。 約 90 度 以上 は な れる と 、 本 体 が 赤外線 を うま く 受光 で きま せん 。 

@ 木 体 を 床 に 填 く と き は 、 本 体 か ら 少し ( 約 50cm) は な れ て プレ イ し て くだ さい 。 本 体 を 床 に 置い た 
と き 、 本 体 と プレ イヤ ー の 濾 離 が 近 す ぎる と 、 本 体 が 赤外線 を うま く 受光 で きま せん 

@ 木 体 を テレ ビ や 補 の 上 な ど に 置く と き は 、 ラケット を 振る 高 さよ り 高 い 位置 に 本 体 を 置く と 本 体 が 
赤外線 を うま く 受光 で きま せん 。 

@ ラ ケ ッ ト は グリ ッ プ 部 分 を し っ か り に ぎっ て 振っ て くだ さい 。 ラケット の 表面 を に ぎっ た り 、 手 で さえ 
ぎっ た りす る と 本 体 が 赤外線 を うま く 受 光 で きま せん 。 

@ 夫 体 の 赤外線 受光 部 の 機構 上 、 ゲー ム 中 、 本 体 の 近く で ( 約 5m 以 内 ) テ レビ 、 ビ デオ 、 エ アコ ン な ど 


の り モ コン を 使用 する と 、 ゲー ム が 正常 に 作動 し な い 惑 れ が あり ます 。 













付属 の ラケット は グリ ッ プ 部 分 に 握手 を する よう な 感じ で し っ か り と 擬 っ 

て くだ さい 。 (シェ イク ハン ド グ リ ッ プ ) 

※ 実 際 の ピン ポン ラケット の 所 り 方 に は 「 ベ ペン ホル ダー グリ ッ プ 」 も あり ます が 、 こ こ 
で は ラケット を し っ か り と 撮る た め に 、 必 ず シ ェ イ クハ ンド グリ ッ プ で 所 っ て くだ さい 。 



















グリ ッ プ に 
」 付い て いる 
に ジジ と ん 


、 く だ さい 。 


ン ェ イク ハン ド ( 表 ツェ イク ハン 


2 人 同時 プレ イ の と き は 、 ラケット は 1P 側 は 赤 、2P 側 は 青 を 使用 し て くだ さい 、。 
(1 人 プレ イ の 時 は どちら の ラケット を 使用 し て も 構い ませ ん 。 ) 


ボー ル が 卓球 台 の 手前 を 移動 し て いる 画面 で 、 ラ ケッ ト 
を 1 回 振る と 、 ボ ー ル を トス アッ プ し ます 。 落下 し て くる ボ 
ー ル を 打っ て (ラケット を 振る ) サー ビス し ます 。 

ボー ル が 卓球 台 の 下 に 落ち る 前 に ラケット を 振ら な いと 
フォ ルト (サー ブ ミ ス ) に な り ま す 。 


ペン ーー ニニ ニー ニニ ーー ンー 8 
自分 の コー ト に ワン バウ ンド で 
帰っ て きた ボー ル は 、 

タイ ミン グ 良 く ラケット 

を 振る こと で 相手 コー ト に 
リタ ー ン で きま す 。 












WP" 
ーー 


リタ ー ン の 時 に ラケット を 強く 振る と 、 
「 ス マッ シュ 」 を 打つ こと が で きま す 。 た だ し 、 低 い 弾 作 の 
球 や 、 きわ どい コー ス の 球 を 無理 や り ス マッ シュ する と 、 
ネッ ト や アウ ト に な る 和 麗 れ が あり ます 。「 


スマ ッシュ は こ 
ラケット を 大 振り せ す スマ ッシュ を 
手首 の スナ ッ プ を 打つ コツ は 


効か せ て 打つ と P9 で も 
成功 し や すい そ ぞ ! ドン の? 





りょう し ゃ 


本 者 の 得点 が 20 (21 点 先取 の 場合 に な っ た 場合 は リン 
具 且 ユース] と な り 、 得 吉 表 示 拉 に 「DEUCE」 と 表示 され ます 。 
0 この 場合 は 、 売 に 2 点 芝 続 で 先取 し た 方 の 勝 和 に た な り ま す 。 

















全 の ん ず う 。 た い せん ほう しき S - 電 4 
Ce | 人 数 / As 7 上 先取 の 場合 は 10 吉 、5 点 先取 の 場合 は 4 京 で (まこ 
な ここ よ と ー 前 ローー ee ー が な に ラ て - 
1PvsCOM・……COM と 対戦 「 ス 」 に な り ま す 。 


RGD お - フ レイ ヤー 同 圭 の 対 戦 


い 4 P2PvsCOM・ ・ 電 カ プレ イ で COM と 対戦 
(P8 協力 ブ プレイ 参 照 ) 








IP mm42 コ コメ 1 5) [ ミ 
PL Y ゃ | 
ILpolint_MAT て CH 


ン 隊 Ak 着 ミ ])。 ーー どちら か の プレ イヤ ー (また に は COM) が 
夫 規定 の 点数 に 達し た ら 勝利 と な り ま す 。 









ん て ん せん じゅ 0 | ] ) ] Eo ' | 
5 上 -11 貞 : -21 点 の な か か ら 、 科 先取 で ] EPSP 





ゲー ム を 行う か を 選択 し ます 。 E 


1 対戦 相 ま (COM) 、 も し < は 人 用 す る 人 dP/2PD) を 7 人 
の 中 か ら 思 の ます 。 


店 





1PzPvsCOW 計 の 上 は 必 雪 フ レ イ と な り 、C co 

ーー) の の ポー ー ル を 、1P と 2P が 交互 に 打ち 返し ます 。 

- 言 の 右 下 に ラケット マー ク 表 示 の ある gm 

ルイ ヤー で な uc が - ル を [所 
打ち 所 せま せん 。 中 フロ 





























男子 アマ は 、 同じ テン ボ で リタ ー ン を 返し て くる の で 、 リズ スム は と 
りや すい は ず 。 根 気 よく 打ち 返せ ば 、 スマ ッシュ 無し で も 勝て る ぞ ! 





売 ワン ポイ ヒア ビバ イス 
載 ピン ボン の の リタ ー ン の 基本 は や っ ぱり 打つ 
計 還 | タイ ミン グ !! [アウ ト 」 の 時 は り リターン の 

際 い 1 タイ ミン グ が 思い っ て こと を え と いて 








女子 アマ が 返し て くる ふわ っ と し た 浮き 球 は 、 タ イミ ング が 取り 
づら く 、 ア ウト に な りや すい 。 

ここ は 積極 的 に スマ ッシュ を 狙っ て いこ う 。 

ワン ポイ ヒア ビバ イス 
スマ ッシュ を 打つ タイ ミン グ は ボー ル が 一 番 
1 高い 位置 に きた 時 ! ゆ る い ボ ー ル は 振り 急 








SMASHI 


いで 「 ア ウト 」 に な り が ちな の で 注意 だ よ 。 
| 落ち 着い て 、 よ く ボ ー ル を みて スマ ッシュ 1!| ^ 








男子 プロ と も な る と 、 甘い リタ ー ン に は 容赦 な く ス マッ シュ を 決 
め て くる そ ぞ 。 スマ ッシュ に は 、 タイ ミ ミン グ よ くく 軽く リタ ー ン し よう 。 
あわ て て ラケット を 振る と 「 ネ ッ ト 」 に な りや すい ぞ 。 

















Hmo 


- 返し 」 で 打ち 税 し ちゃ う ケ ド ね 1 
え ? そ ん な の ムリ ? タ イミ ング は すご く 


+ ん し ゅ う 


ムズ か し いけ ど 、 張 暫 練習 !! 





ょ し ん し ゃ どう し 


初心 者 同士 の 対戦 な ら 、 男子 アマ の 同 
キャ ラ 対 戦 が オス ス メ 。 スマ ッシュ が 決 
まり や すい うえ 、 スピ ー ド が 遅い の で 、 お 


実力 差 の ある 人 同士 の 対戦 な ら 、 初心 
者 は マイ ちゃ ん を 選ば ぼう 。 女子 アマ の ゆ 
る い リ ター ン は 逃さ すず スマ ッシュ を 打ち 
込め ば 、 勝機 は 十分 に ある ぞ 。 


【 ぐ ⑰ 所 


5 7 訪 !! 


お 互い に 実力 に 自信 の ある 人 同士 な ら 男子 
プロ で の 対戦 が 熟 い ! 相 手 の わずか な スキ 
を みつ け て 、 高速 スマ ッシュ を た た き 込 む ス 
ピー ディ ー な 展開 に ギャ ラリ ー も くぎ 付け 必至! 













































2 ウニ ウニ ろ ウー ーーー ニ ーー ーーー ーー ペー ー 
に UI) プ 
ラウ テラ ウツ ウー で: 、 只 思 ウ ウー 
これ で ピン ボン の 醍醐 味 ! ラ リー が 何 回 続く か を 競う モー ド で す 。 - 30 球 の うち 、 スマ ッシュ を 決め られ る か を 久 う トレ ー ニ ンク 
rk 
. 記 パイ 区 当 ee 
wp 本 
参加 する ブレ イ ヤー の 人 数 / MS ル を 相手 の コー ト に スマ ッシュ で 打ち ' 
選択 し ます 。 1P2P 同 時 プレ イ の 場合 、 返す と 得点 に な り ま す 。 スマ ッ シュ で - 
フレ イヤ ー 擬人 5 フ に な りす は な い 通 常 の リタ ー ン で は 得点 に な 
(Pa 協力 ブレ イ 参 昭 ) り ま せん 。 (ピン ポン  。 
ロボ かち 進 し て ea 
チャ レン ジ * ンジ する コー ス を 選択 し ます 。 | 史 司 ee 
時 間 無制限 で ラリ ー 回 数 を 競う コー ス て 





(イー ジー/ ノ ー マ ル / ハ ー ド ) と 60 秒 の 
時 間 制限 で ラリ ー 回 数 を 競う コー ス .<^ 
(チャ レン ジ ) が あり ます 。 i 
※1Pvs2P に は チャ レン ジコ ー ス は あり ませ ん 。 





スマ ッシュ を 1 逢 す と 10 吉 入り ます 。8 法 で スマ ッ ン 
ュ を 決め る と 、 6 球 目 か ら は 20 点 入り ます 。 その 後 は 5 球 達 
ー 、 続 で 返球 する た びに 、20 店 、 30 点 40 点 、 50 点 と 入る 点数 1 
が 増え て いき ます 。 (50 点 以上 は 増え ませ ん ) | ' 
1 度 スマ ッシュ に 和 失 了 す る と 、 入る 点数 は 1 0 点 に 戻り ます 。 





- ぞい こう と く て 
スコ ア 最高 得点 は 1 000 点 で す 。 
(ラリ ー 回 数 ) 


が わ 


人 


の こ 。 じ か ん 0 
まり 時 間 ( 六 ラケット 使用) 1 





"チレ ッッ コー ス | | TL ンー 
の 時 の のみ 表示 りー 本 RODO ii ヽ 1 2P 側 画面 1 
され ます 。 2  。 リ 訂 お 1 1 NE SW ' 区 ラ ケッ ト 便 電 ) スー 9 に 


ラリ ー は ボー ル が プレ イ ヤー と COM (また は プレ イ ヤー 同 土 ) の あい だ を 往復 し た 
時 点 で 1 回 と カウ ント し ます 。 チャ レン ジコ ー ス は 5 回 続け て 返球 する 度 に ボー ル の 色 
が 変わ り ま す 。 ボ ー ル の 色 に よっ て 、 得点 も 変化 し ます 。 

@ 半 ホ …1 記 @※' な 2 @ レ イン ホー 3 ⑯ イ ー ジ ー/ ノ ー マ ル / ハ ー ド の 最 計 得 点 は 999 点 で す 

999 点 以後 は ラ リー を 続け て も 得点 は 増え ませ ん 。 
















ニー ニニ ェ ン ン ェ ここ 
タイ ププ: ベジ ポル ター | 





















は りー と を ピン ボン リー グ の 、 
いわ しく の アマ チュ アチャ ン ピ オ ン 。 / 全 
bc 。 、 パワ ー は 無い が 、 

が 3 和 フッ トワ ー ク は 









デー M プロ に も 劣ら な い 。 
テク ニッ クツ 















タイ フ : ドイ クル ンド E 
南国 生ま れ の フュー ルビ 
ピン ポン プレ イヤ ー。 タイ プ : ペ ン 赤 劇 ダ ー 
s 特 の リズ ム で 超一流 の テク ニッ ク で 
相手 の リズ ム を 越 わ す 。 相手 の ボー ル を 
拾い まく る 、 ピ ン ボ ポン 
リー グ の 女王 。 
実は 女子 アマ 選手 の 姉 。 





アア mm 
タイ プ : ダ プル ハバ ハンド 
ピン ボン リー グ 『 に 突如 と し て 

















生井 し た 、 症 人 不明 の ロボ ッ ト 。 こ で sim つ たら 

左右 の ラケット で 対戦 相 ま を 醒 春 タイ プ :> 5 間 
大 人 2 ナ の ハー ドス マッ シュ ム ! で 
を 富 般 な く た た き 込ん で 
3 すみ 
『 ける ご と が 大 嫌い 。 











ピジン ニニ ピー wm ee 


タイ プ : に テイ 
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つて いる 。 





保護 者 の 方 へ 必ず お 読み 下さ い 。 
介 AV ケ ー ブル を 首 に か け て . ふさ ざけ た り 、 誠 異 に 放 ば な い ' で くだ さい い 。 窒息 な ど ビ の 危険 が あり ます 。 
旬 AV ソ ケー ブル や スト ラ プ を 指 な ど に こ 巻 きつ けた り し な いり \ で くだ さい 、 血 が の か よわ な く な り 人 危 険 で す , 
@AV ケ ー ブル や スト ラッ プ に よる 事故 の 危険 が あり ます の で 、 3 才 未 満 の お 子 様 に ! は 絶 


対 に 与え な い で く が こさ い 
@ ラ ケッ ト を 振る 時 は 、 局 り の 人 人 や 物 に ぶつ か ら な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 ま た 、 ラ ケッ 
ト が 手 か ら 離 れ な いよ うに 、 スト ラッ プ を 手首 に 通し 、 ラ ケ ・ ッ ト を し っ か り 握っ て くだ さい 。 
@ 安 全 の た め 、 破 損 ・ 変 形 し た ラケット は 使用 し な いで くだ さい 。 
@ ラ ケッ ト で た た いた り 、 ぶ つけ た り 、 ふ り まわ す な ど 乱暴 な 遊び を し な いで くだ さい 。 


@ 源 アグ: プ : ター( 別 売り) を 人 用 する 場合 は 必 ず 専 用 の 本 体 用 AC ア ダブ ター を 使用 し て くだ さい 。 

@ 施 ん だ 後 は 、 3 才 未 満 の お 子 様 の 手 の 届 か な い 所 に 保管 し て くだ さい 。 

(電池 を 誤 使 用 する と 発熱 破裂 ・ 液 濡れ の 恐れ ん が あり ます 。 下記 に 注意 し て くだ さい 。 》 

@ 充 党 式 (ニカ ド な ど ) 電池 は 、 絶対 に 使用 し な いで くだ さい 。 

@ 証 い 電 池 と 新しい 電池 、 いろ いろ な 種類 の 電池 を まぜ て 使わ な いで くだ さい 。 

電池 は 、 必ず (マイ ナス ) 側 を 先 に 入れ 、 ーー (プラ スマ イナ ス ) を 正しく セッ ト し て くだ さい 。 

@ 放 ん だ 後 は 必ず スイ ッ チ を 切り 、 電池 を は ず し て くだ さい 。 

@ シ ョ ー ー ト させ た り 充 電 .、 分 解 、 加熱 、 火 の 中 に 入れ た り し な いで くだ さい 。 

@ 太 一 -、 電 池 か ら も れ た 液 が 目 に 入っ た と き は 大 量 の 水 で 洗い 、 医師 に 相 談 し て くだ さい 。 
ひ ふ や 服 に 付 ぃ ヽ た と き は 水 で 洗っ て くだ さい 。 


まき つけ な い 





使用 上 の 注意 
・ 和 品 の 機能 上 . 電池 容量 の 低下 し た 電池 を 使用 し た り 、 使用 中 に 電 : 過 容 容量 が 低下 し て くる と 画面 が 
乱れ た り 、 映ら な か っ た り 、 反応 し な いな ど 正 常に - 機 能 し な い 場 合 が あり ます の で その 場合 は 全て の 電 
池 を 新しい 電池 (1.5V) と 交換 し て くだ さい 。 
ゃ 破損 、 故障 、 変形 の 原因 と な り ま す の で AV ケー ー ブ ル や スト ラ ッ プ を 引っ 大 っ た り 、 本 体 、 ラ ケ ッ ト な ど に 無 


リ あか め 


理 な 力 を 加え な いで くだ さい 。 


の 落と し た り 、 強い 衝撃 や 無理 な 力 を 加え な いで く だ さい 。 


・ ラ ケッ ト の 振り 方 に よっ て は 反応 し に くい 場合 が あり ます 。 

s 高温 、 多湿 の 場所 や 直射 日 光 が 当 た る 場所 で の 使用 や 保管 は 行わ な いで くだ きい 。 

・ 付 属 の ラケット は ゲー ム 以外 の 事 に は 使用 し な いで くだ さい 。 

e 分 解 や 改造 は 行わ な いで く だ さい 。 

・ プ ロジ ェクション テレ ビ (スク リーン 投影 方 式 の テレ ビ ) に 接続 し な いで くだ さい 。 残像 現象 (画面 焼け 
が 生じ る こと が あり ます 。 Ei 

< 本 製品 は 日 本 国内 専用 で す 。 外国 で は テレ ビ の 構造 、 放 送 形式 な ど が 異な り ます の で 使用 で きま せん 。 





